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はじめに

　中枢国際港湾に位置付けられている名古屋港にお

いては、近年、コンテナ貨物の伸びが著しく、コン

テナを取り扱う岸壁が不足しているのが現状である。

　これらの問題を抜本的に解消して名古屋港の国際

競争力を確保していくためには、諸外国に比べて整

備が遅れている大水深かつ高規格で、阪神淡路大震

災を教訓とした大規模地震が発生した際にも、幹線

物流機能が維持されるような耐震性のある国際海上

コンテナターミナルを、早急に築造することが必要

不可欠であることから整備を行ったものである。

　岸壁は直杭式横さん橋構造であり、工事の経過は

平成９年度より控部分の地盤改良・控鋼管矢板等控

工の施工を行い、平成１０年度より本体鋼管杭を施工

後、さん橋上部工の施工を行い平成１３年３月に完成

した。

事業概要

　港　湾　名：特定重要港湾名古屋港

　事業期間：平成９年度～平成１２年度

　事業延長：３５０ｍ（１バース）

　計画水深：－１４ｍ

　事　業　費：１２,６００百万円

事業の特徴

　当初設計では土質条件より、当岸壁の支持層にな

り得る層として－４０ｍ付近にあるＮ値５０以上の洪積

砂層（Ds１層）と－６８ｍ以深の洪積砂層（Ds２層）

が挙げられた。当初設計では、Ds１層の層厚が５ｍ
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以上の区間についてはDs１層を支持層としても問

題はないが、Ds１層の層厚が５ｍ未満の区間につい

てはひとまずDs２層を支持層とし、現地で支持力確

認の試験施工を実施し結論とすることとした。

　試験施工での試験方法は動的載荷試験と急速載荷

試験を行った。試験内容は中間層層厚が４.５ｍ・６.５ｍ

の場所での試験打設に加え、４.５ｍ部分で鋼管杭の先

端に十字リブを取り付けて試験打設を行った。

　結果は、４.５ｍ部分において十字リブなしでも支持

力が得られることが確認できた。また、杭打設後の

中間層下の地盤の圧密沈下についても、Ｎ値２０程度

の粘性土層のため問題ないことが判明し、このこと

から杭の根入れ長を減することで、約９億円のコス

ト縮減が図られた。
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